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研究成果の概要（和文）：本研究では、欧米で子どものPTSDへの第一選択治療として推奨されているTF-CBT
（Trauma-Focused Cognitive Behavioral Therapy）の我が国における効果検証に取り組んだ。兵庫県こころの
ケアセンターと被害者支援都民センターにおいて実施した無作為化比較試験が終了し、先行研究と同様に、わが
国においてもTF-CBTの有効性が検証された。結果については、論文にまとめ、報告する予定である。その他の研
究分担機関においても、TF-CBTの終了例が蓄積された。TF-CBT実施前後のMRI画像分析については、福井大学子
どものこころの発達研究センターで7例を分析した。

研究成果の概要（英文）：TF-CBT（Trauma-Focused Cognitive Behavioral Therapy) is recommended as a 
first-line treatment for children suffering PTSD. In the current study, a randomized controlled 
trial (UMIN000010699) was conducted at multi-sites in Japan. In the result, the effectiveness of 
TF-CBT was shown in Japan as well as the previous research. The result will be reported in a 
research paper. 

研究分野： 精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでわが国では、子どものPTSDやトラウマ関連障害の治療について、適切に効果が検証された治療法はほと
んどなかった。本研究において、TF-CBTの我が国における有効性が検証されたことは、PTSDや関連障害に苦しむ
子どもや青年とその家族のこころの回復に大きく貢献するものと思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 子ども期のトラウマティック・イベントへの曝露体験（心的外傷体験）は、従来考えられて 

いた以上に頻回なものであることがいくつかの疫学調査から判明している(Copeland,2007)。わ

が国においても、自然災害や犯罪被害・事故・子ども虐待などによって心的外傷を体験する子ど

も達の数は看過できないものになっている。これらの心的外傷体験後に何らかの症状を示す子ど

もは、その後の人生においてさらに心的外傷を体験するリスクが高まり、曝露回数が増えるに従

って、心的外傷後ストレス障害（posttraumatic stress disorder、PTSD）のみならず、様々な

精神疾患の発症率が高くなることも判明している。それだけに、子どもの心的外傷関連症例への

有効な治療法を普及させることは、わが国においても喫緊の課題となっていた。 

 
２． 研究の目的 

本研究は、子どもの心的外傷関連障害への心理療法として、国際的に最もその有効性が検証さ 

れているTF-CBT（trauma-focused cognitive behavioral therapy, トラウマフォーカスト認知

行動療法）の日本における有効性の検証を主な目的とした。また、わが国では数少ない心的外傷

専門治療機関や犯罪被害者支援施設だけではなく、大規模自然災害被災地の児童精神科医療施

設・総合病院の児童青年精神科・児童相談所など、子どもの心的外傷関連症例への対応が求めら

れるさまざまな臨床的枠組みにおいて、TF-CBTの応用と効果的な実践方法を研究し、さらには、

TF-CBT実施前後の子どもの脳画像を比較分析し、心的外傷を有する子どもの神経学的リカバリー

メカニズムについて研究することを目的とした。 

 
３． 研究の方法 

（１） 兵庫県こころのケアセンターと被害者支援都民センターにおいて、平成25 年度からす

でに取り組んでいる無作為化比較試験を同様のプロトコールで継続実施した。 

（２） 自然災害被災地の医療機関、総合病院や小児総合病院、児童相談所などの機関において、

TF-CBT の実施前後の症状評価を行うことにより、TF-CBT の実施可能性を検討した。 

（３） 福井大学子どものこころの発達研究センターでは、共通のプロトコールに基づいて撮影

された、TF-CBT 実施前後のMRI 画像を比較解析した。 

 
４． 研究成果 
 TF-CBT 無作為化比較試験は終了し、先行研究と同様に、わが国においても TF-CBT の有効性
が検証された。本研究は、アジア地域における初めての TF-CBT効果検証であり、欧米とは異な
る文化圏においても TF-CBT の有効性が確認された貴重な研究である。今後は、わが国の PTSD
及び関連疾患で苦しむ子どもや青年とその家族のこころの回復に大きく貢献するものと思われ
る。また、国内のさまざまな医療機関においても、十分実施可能であることが示され、今後は
広く TF-CBT の技術を普及し、人材育成の体制を整えることが必要であると考えられた。TF-CBT
実施前後の MRI画像解析に関しては、症例数が少なかったため、今後引き続き検討が必要であ
ると思われた。  
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